











堂」が記されていることが確認できる。林は 1923（大正 12）年から 1933（昭和 8）年まで
慶応義塾長・慶応義塾大学総長を務め、また 1936 年には東亜同文書院（1939 年大学に昇





























も「明治丙申」とあることから、明治 29 年すなわち 1896 年に記された書であったことが
分かる。岸田は幕末に目薬「精錡水」の製造販売を開始し、1875 年にその販売店として東










れた（No.36－99～103、107）。他に、雑誌『太陽』8 冊（第 2 巻 8、9、14、19、20、21、
24 号〔以上 1896 年〕、第 3 巻 1 号〔1897 年〕）および戦前の古書目録『文献』(明治堂書店
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㻺㼛 日付 内容 差出人 受取人 寄贈者氏名 寄贈年月日
㻟㻢 36－97 林毅陸書「一誠以貫百行」 有森茂生氏 2015年2月21日
36－98 1900年10月 国民同盟会勧請状 近衞篤麿 奈良茂 同上 2015年2月24日
36－99 絵はがき「(豊橋名勝）豊橋駅及吉田駅」 同上 2015年5月
36－100 絵はがき「豊橋名所　第十五師団司令部」 同上 同上















36－105 1896年4月 岸田吟香書「朝爽閣」 同上 同上
36－106 1896年4月 岸田吟香書「甲武信書屋」 同上 同上


















㻢㻣 㻢㻣㻙㻝 1928年 小岩井浄推薦大演説会のチラシ写真（絵はがき
状に施されたもの)
可児光治氏 2015年9月30日
㻢㻤 㻢㻤㻙㻝㻌㻌 1918年7月 『卒業紀念写真帖』東亜同文書院第15期生 日暮英明氏 2015年11月10日
追登録









東亜同文書院大学第 41 期、元ＮＨＫ中国語講師㻌 宮田 一郎 
（2014 年 10 月 26 日㻌 広島県立美術館） 
㻌
ただ今ご紹介たまわりました、宮田一郎でございます。ご紹介にございましたように、
私は東亜同文書院大学 41 期生でございます。昭和 15 年、西暦では 1940 年でございます
が、その 4 月入学いたしまして、昭和 19 年 9 月、戦時繰り上げ卒業とあいなりました者
でございます。繰り上げがちょうど半年という計算になりますけれども、実はその前年の
昭和 18 年 12 月 1 日、いわゆる学徒出陣によりまして、戦場に召されておりまして、実際








ところで、ちょうど本日のような催しが、2011 年 8 月に富山市でございました時に、愛
知大学東亜同文書院大学記念センターのセンター長をなさっておりました馬場毅先生が、
書院の沿革についてお話になられまして、その時に先生は「書院はいくたびか移転をして
おるけれども、常に一貫して租界の外にあった。租界の中に入ることはなかった」という
ことを力説しておられました。私はうかつにも、そのことにそれまで留意しておりません
でした。しかし考えてみまするに、これはまさに、書院の本質を突いております。思いま
するに、書院は生涯を中国の社会
で暮らし、中国の大衆とともに生
き、ともに働く、そういう人材の
養成を目的としておったのでござ
います。そのためには、書院は常
に中国大衆の街である、租界の外
になければならない。これを、書
院を運営された先生方は、一貫し
て取ってこられました。これは非
常に正しかったと思います。 
もし書院が、外国人が特権を持
つ租界の中にありましたらどうな
ったであろうか、特に、「長崎県上
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